
単回使用自動ランセット（ディスポーザブル採血器具）

添付文書・使用方法等をお読みいただき、
正しく使用してください。

保護キャップをねじ切った後、引っ張って、取り外して 
ください。

オレンジ色の保護キャップをねじ切ってください。
保護キャップは、左右どちらに回しても外れます。

消毒綿で採血部位を消毒し、乾燥させます。
採血部位として、図のように指先の両側が推奨 
されています。

音がして、ホルダーに押し込まれるまでしっかり 
押してください。穿刺後は穿刺ボタンがホルダー 
内に納まり、再度作動させることはできません。

本品を人差し指と中指ではさんで持ち、ホルダーの先端を 
採血する場所に押し当て、穿刺ボタンを押し、測定に
必要な血液滴を得ます。穿刺ボタンは「パチン」と 

使用後は本品を針回収容器に入れ、安全に
廃棄してください。

保護キャップを取り外します

指先から採血する場合は、穿刺前に必ず流水でよく手を洗い、じゅうぶんに乾かしてください。

消毒します

穿刺します 廃棄します
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①再使用禁止。使用後は必ず廃棄してください。〔感染の危険性があります。〕
②使用時に保護キャップが外れていたり、ゆるんでいる場合は使用しないでください。〔無菌性の保証ができない場合があります。〕

①使用後のホルダーには血液が付着している可能性があります。使用後は速やかに廃棄してください。〔感染の危険性があります。〕
②感染の危険性があるため、採血部位の消毒を必ず行ってください。また、採血後はばんそうこうなどで止血と保護を行ってください。傷口が治りにくい時には、こまめに消毒してください。
③�血糖測定時、前腕からの採血により測定を行うことが可能ですが、低血糖の症状があるときや運動の後など、血糖値が急激に変動する可能性があるときは、指先からの採血をしてください。�
〔急激な血糖変動が認められるとき、前腕の血糖変動は指先より遅れるとの報告があります。〕
④保護キャップをねじ切って取り外した状態で放置しないでください。〔穿刺ボタンを押すと、誤って穿刺する場合があります。〕

禁忌・禁止

警　　告

各部の名称

（正面） （側面）

穿刺ボタン

ホルダー

保護キャップ
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